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“国際派大和撫子"が伝える世界の教育現場

西浦みどりの

「大学鋤窓から選

ノミ
り
政
治
学
院

（通
称
シ
ア
ン

ス
ポ
）
は
、

ワ
一フ
ン
ス
の
エ

リ
ー
ト
教
育
機
関
エ
ナ
の
準
備
校
で
、

そ
こ
に
は
優
秀
な
学
生
が
集
ま

っ
て

い
る
。
事
業
生
は
、
歴
代
の
大
統
領
、

首
欄
、
主
に
フ
ラ
ン
ス
財
界
、
宮
界

の
ト
ッ
プ
た
ち
で
、
き
わ
め
て
困
難

な
聞
間
を
通
過
し
、
在
学
中
の
三
年

間
た
い
へ
ん
遇
酷
で
高
度
な
教
育
を

受
け
る
。

例
え
ば
、
入
学
す
る
資
格
の
ひ
と

つ
と
し
て
、
少
な
く
と
も
数
力
国
語

を
講

せ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
上
、

様
々
な
分
野
で
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
が
間

わ
れ
る
の
は
言
う
ま
で
も
な
く
、
何

ら
か
の
立
場
で
フ
ラ
ン
ス
を
代
表
す

る
人
材
を
徹
底
し
た
教
育
制
度
に
よ

り
育
成
し
て
い
る
。

筆
者
は
、
過
去
十
年
来
、
こ
の
学

院
で
年
に

一
回
、
講
義
を
し
て
き
た
。

因
み
に
今
年
の
テ
ー
マ
は
、
「日
中
韓

朝
印
関
係
と
、
甕
米
国
盟
の
行
方
」
。

今
ま
で
は
、
コ
思
法
九
条
」
「戦
後
日

本
の
世
界
平
和
貢
献

・ヽ、一
な
ど
、
日
本

の
立
場
を
世
界
ほ
工
し
く
理
解
さ
れ

た
い
と
い
う
願
い
を
軸
に
、
あ
く
ま

で
も
私
見
と
し
て
話
し
て
き
た
。　
一

時
間
半
の
講
義
の
あ
と
、
生
徒
た
ち

と
活
発
な
質
疑
応
答
が
行
わ
れ
る
。

筆
者
は
、
十
年
の
節
目
に
政
治
学

院
の

「強
行
改
革
派
」
で
知
ら
れ
る

リ
シ
ャ
ー
ル

・
デ
コ
ワ
ン
学
院
長
の

話
を
聞
く
こ
と
に
し
た
。

デ
コ
ワ
ン
氏
が
笑
い
な
が
ら
言
う
。

「私
が
学
生
だ

っ
た
こ
ろ
は
フ
ラ
ン
ス

人
生
徒
だ
け
、
教
授
も
す
べ
て
フ
ラ

ン
ス
人
で
し
た
」
。
そ
し
て
、
現
在
で

は
単
な
る
フ
ラ
ン
ス
特
有
の
権
威
主

義
的
な
教
育
は
影
を
港
め
、
こ
の
複

雑
化
さ
れ
た
国
際
社
会
の
中
で
国
益

を
考
え
な
が
ら
世
界
で
共
存
し
て
い

く
こ
と
の
で
き
る
人
材
を
輩
出
し
て

い
る
と
、
続
け
た
。

一
九
九
七
年
よ
り

「大
学
の
グ
ロ

ー
バ
ル
化
」
を
進
め
る
た
め
、
世
界

に
開
戸
を
開
い
た
。
学
生
は
世
界
各

国
か
ら
難
間
を
突
破
し
て
入
学
し
、

い
ず
れ
は
そ
れ
ぞ
れ
の
国
に
帰

っ
て

政
財
富
界
で
リ
ー
ダ
ー
的
ポ
ス
ト
に

つ
い
て
活
躍
し
て
い
く
入
材
が
集
ま

っ
て
い
る
。

フ
ラ
ン
ス
で
は
三
位
、
国
際
的
に

も
上
位
に
ラ
ン
キ
ン
グ
さ
れ
る
パ
リ

政
治
学
院
で
は
あ
る
が
、
グ
ロ
ー
バ

リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
と
い
う
言
葉
が
主
に

指
し
て
い
た
、
産
業
、
金
融
界
の
枠

を
超
え
、
地
球
温
暖
化
、
食
糧
問
題
、

石
油
資
源
問
題
の
よ
う
な
待

っ
た
な

し
の
世
界
共
通
課
題
に
も
対
応
で
き

る
入
材
を
育
成
す
る
必
要
が
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
難
し
い
問
題
を
解
決

す
る
革
新
的
な
発
想
力
や
、
物
事
の

本
質
を
正
し
く
掟
え
て
ベ
ス
ト
に
適

応
し
て
い
く
力
な
ど
を
養
う
と
い
う

こ
と
だ
。

次
国
で
は
、　
一
人
七

一
年
よ
り
、

同
学
院
が
ど
の
よ
う
に
変
化
を
遂
げ

て
き
た
か
に
つ
い
て
な
ど
、
更
に
デ

コ
ワ
ン
学
院
長
の
話
を
紹
介
す
る
。
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